
公
民
館
で
開
催
！

明
治
１
５
０
年
記
念
事
業

特
別
歴
史
講
座（
全
４
期
）

　
今
年
は
明
治
元
年
か
ら
起
算
し
て

満
１
５
０
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り

ま
す
。
全
国
的
に
明
治
１
５
０
年
記

念
事
業
が
展
開
さ
れ
る
中
、
あ
き
る

野
市
中
央
公
民
館
で
は
、
幕
末
か
ら

昭
和
初
期
を
中
心
と
し
た
地
域
の
歴

史
・
文
化
を
意
識
し
た
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
、
様
々
な
分
野
・
視
点
か
ら

の
連
続
講
座
︵
一
年
を
４
期
に
分
け

た
︶
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
１
期
は
幕

末
か
ら
明
治
初
期
の
近
代
化
す
る
あ

き
る
野
、
第
２
期
は
あ
き
る
野
の
近

代
化
の
代
表
的
な
事
象
︵
人
・
産

業
・
交
通
︶
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、

町
医
者
野
口
浅
次
郎
・
養
蚕
・
五
日

市
鉄
道
に
つ
い
て
の
講
座
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
第
３
期
は
、
日
本

の
近
代
化
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
国
の

大
き
な
動
き
を
学
び
ま
す
。
さ
ら

に
、
第
４
期
は
食
文
化
の
変
遷
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
そ
の
も
の
に
係
る
テ

ー
マ
を
取
り
上
げ
、
明
治
１
５
０
年

の
歴
史
を
検
証
し
て
い
く
予
定
で

す
。
講
座
の
募
集
は
、
﹁
広
報
あ
き

る
野
﹂
で
行
っ
て
い
ま
す
。
第
４
期

の
募
集
は
、
12
月
15
日
号
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
明
治
１
５
０
年
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
改
め
て
日
本
の

﹁
近
代
化
﹂
と
現
代
の
私
た
ち
と
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
第
10
回
あ
い
さ
つ
標
語
カ
ル
タ
大

会
を
７
月
14
日
㈯
に
五
日
市
フ
ァ
イ

ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
﹁
お
と
な
が
手
本

の
あ
き
る
野
市
﹂
推
進
事
業
と
し

て
、
青
少
年
委
員
・
青
少
年
健
全
育

成
地
区
委
員
会
連
絡
会
と
教
育
委
員

会
の
共
催
に
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次

の
通
り
で
す
。

小
学
校
１
・
２
年
生
の
部

　
南
小
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
︵
南
秋
留
小

　
学
校
︶

小
学
校
３
・
４
年
生
の
部

　
ザ
・
一
の
谷
Ｑ
︵
一
の
谷
小
学
校
︶

小
学
生
５
・
６
年
生
の
部

　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
♡
リ
ー
ガ
ル
︵
一
の
谷

　
小
学
校
︶

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
部
︵
大
人
の
み
、

又
は
子
ど
も
と
混
合
︶

　
西
中
３
︵
西
中
学
校
︶

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
在
住
・
在
学
の

中
高
生
15
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
大
会
の
運

営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

夏
だ
！
カ
ル
タ
だ
！

お
と
な
も
子
ど
も
も
真
剣
勝
負
！

〜
あ
い
さ
つ
標
語
カ
ル
タ
大
会
〜

　
こ
の
事
業
は
、
﹁
家
庭
の
日
﹂
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
親
子
・
家

族
で
楽
し
く
芸
術
鑑
賞
し
、
家
庭
内

で
の
共
通
の
話
題
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
や
結
び
つ

き
を
を
よ
り
い
っ
そ
う
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、栗
コ
ー
ダ
ー
カ
ル
テ
ッ
ト

と
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー

ド
に
よ
る
﹁
栗
コ
ー
ダ
ー
カ
ル
テ
ッ

ト
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
﹂
を

実
施
し
ま
し
た
。
リ
コ
ー
ダ
ー
の
優

し
い
音
の
響
き
と
柔
ら
か
い
歌
声
に

よ
る
﹃
聴
き
た
い
﹄
が
溢
れ
る
ス
テ

ー
ジ
で
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
の
部
５
２
４
人
・

午
後
の
部
３
３
３
人
の
来
場
が
あ
り

ま
し
た
。

親
子
鑑
賞
会
を

秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

第
一
期
講
座
の
様
子

第
三
期
講
座
の
様
子

回数

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

４月28日㈯

５月19日㈯

６月10日㈰

７月７日㈯

８月18日㈯

10月６日㈯

10月13日㈯

11月24日㈯

12月８日㈯

幕末のあきる野
～日本の開国とその後の混乱の中で～
明治の藩閥専制政治のもとで
～「近代化」とは何かを考える～
明治人の「気骨」に学ぶ
～地方小都市五日市の町医者野口浅次郎氏の日記から～
あきる野の産業と人々のくらし
～明治以降の日本の近代化を支えた養蚕の盛況～
五日市鉄道と西多摩
～あきる野を走る鉄道・モノから人へ～
幕末明治と現代
～原作『西郷どん！』と大河ドラマ『西郷どん』の比較から～
明治天皇と多摩
～明治初期の『御遊行』～
渋沢栄一
～近代日本社会の創造者～
多摩の自由民権運動を学ぶ（現地学習）
～自由民権資料館・小島資料館（町田市）など～

第
１
期

第
２
期

第
３
期

期日 テーマ 講師
清水浩さん
（あきる野市文化財保護審議会委員）
清水浩さん
（あきる野市文化財保護審議会委員）
田ヶ谷雅夫さん
（社会福祉法人ぶどうの里名誉理事長）
坂上洋之さん
（あきる野市文化財保護審議会委員）
池田昇さん
（飯能市文化財保護審議委員会委員）
大石学さん
（東京学芸大学教授）
清水裕介さん
（首都大学東京非常勤講師）
井上潤さん
（渋沢史料館館長）
小島資料館館長、市民解説員
町田市立自由民権資料館学芸員


